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ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
に
よ
る
車
両
不
足
の
代
替

輸
送
手
段
と
し
て
、
単
独
荷

主
に
よ
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

は
進
む
一
方
で
、
複
数
荷
主

に
よ
る
共
同
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
が
盛
り
上
が
ら
な
い
。
中

に
は
、
国
土
交
通
省
の
推
進

事
業
や
業
界
団
体
の
表
彰
に

選
出
さ
れ
た
後
に
取
り
や
め

と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
。

呼
び
掛
け
た

い
が
足
踏
み

続
か
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

電
線
メ
ー
カ
ー
と
鉄
道
で
共

同
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
し
て

い
た
電
機
メ
ー
カ
ー
は
「
当

社
の
製
造
体
制
変
更

で
、
そ
の
後
続
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
要
因
を
挙
げ
る
。

単
独
で
船
舶
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
を
行
っ
て
い

る
関
西
の
あ
る
ア
パ
レ

ル
企
業
も
「
リ
ー
ド
タ

イ
ム
が
合
わ
な
い
。
店

舗
へ
の
納
入
時
期
も
統

一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同

業
種
の
メ
ー
カ
ー
同
士

で
の
連
携
は
難
し
い
。

食
品
と
の
混
載
も
匂
い

移
り
が
心
配
」と
す
る
。

こ
の
企
業
が
加
盟
す
る

日
本
ア
パ
レ
ル
・
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
産
業
協
会
の

会
員
企
業
に
は
共
同
化

に
興
味
を
持
つ
企
業
も

あ
り
、
呼
び
掛
け
た
い

が
、
参
加
す
る
荷
主
全

て
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
か
な
か

見
い
だ
せ
ず
、
足
踏
み
状
態

だ
。

協
議
会
や
研
究

会
で
の
議
論
も

共
同
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を

実
現
す
る
に
は
こ
う
し
た
物

量
の
変
化
や
、
物
流
条
件
の

標
準
化
に
関
す
る
悩
み
を
、

荷
主
、
物
流
企

業
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

・
船
社
が
共
有

し
意
見
を
出
し

合
い
な
が
ら
、

解
決
で
き
る
仕

組
み
が
求
め
ら

れ
そ
う
だ
。

例
え
ば
、
全

国
通
運
は
荷
主

と
一
体
で
鉄
道

モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
を
検
討
す
る
「
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
推
進
協
議
会
活
動
」

を
行
っ
て
い
る
。
コ
ン
テ
ナ

の
ラ
ウ
ン
ド
ユ
ー
ス
や
同
業

種
・
異
業
種
間
の
共
同
利
用

を
議
論
す
る
場
だ
。

協
議
会
で
食
品
メ
ー
カ
ー

の
コ
ン
テ
ナ
管
理
へ
の
意
見

を
集
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
キ

ユ
ー
ピ
ー
と
伊
藤
ハ
ム
の
コ

ン
テ
ナ
共
同
利
用
を
実
現
で

き
た
。
共
同
利
用
コ
ン
テ
ナ

の
た
め
、
両
メ
ー
カ
ー
の
意

見
を
基
に
、
24
時
間
体
制
で

コ
ン
テ
ナ
を
管
理
し
、
使
う

た
び
に
内
部
と
外
部
を
清
掃

し
て
い
る
。

他
に
も
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
イ

オ
ン
と
複
数
の
飲
料
・
食
品

メ
ー
カ
ー
、
複

数
の
物
流
企
業

で
鉄
道
輸
送
研

究
会
を
立
ち
上

げ
、
問
題
点
な

ど
を
議
論
。
こ

れ
に
よ
り
、
江

崎
グ
リ
コ
や
花

王
な
ど
複
数
メ

ー
カ
ー
の
商
品

を
集
め
た
輸

送
、
サ
ッ
ポ
ロ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
の
共

同
鉄
道
輸
送
を
実
現
し
た
。

船
社
は
個
別

相
談
会
活
用

船
社
も
国
・
自
治
体
、
港

が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
中

で
行
う
荷
主
・
物
流
企
業
と

の
相
談
会
や
交
流
会
を
通
じ

て
、
荷
主
の
悩
み
を
聞
き
な

が
ら
、
解
決
策
を
提
案
し
、

共
同
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
つ

な
げ
て
い
る
。

大
阪
南
港
（
大
阪
市
）
や

北
九
州
港
（
北
九
州
市
）
で

開
催
さ
れ
た
相
談
会
や
交
流

会
で
は
、「
荷
主
側
で
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
解
決
策
が
出

て
き
た
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
相

手
の
荷
主
が
新
た
に
見
つ
か

っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
、

互
い
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で

き
る
取
り
組
み
を
検
討
で
き

る
」
と
い
う
前
向
き
な
意
見

も
出
て
い
る
。

課
題
や
意
見
を
共
有
で
き

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
荷
主
が

持
つ
課
題
の
解
決
方
法
が
ど

こ
に
あ
り
、
複
数
荷
主
が
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
共
同

化
の
仕
組
み
を
ど
の
よ
う
に

構
築
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
や
船
社
、
物
流
企
業

と
共
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。鉄

道
、
船
社
側
か
ら
見
る

と
、
荷
主
が
抱
え
る
悩
み
の

一
つ
で
あ
る
、
一
方
の
荷
主

の
物
量
が
減
少
し
た
場
合
に

他
の
荷
物
で
カ
バ
ー
す
る
方

法
の
提
案
や
、
マ
ッ
チ
ン
グ

で
き
そ
う
な
新
た
な
荷
主
獲

得
に
も
つ
な
が
り
得
る
。
結

果
、
継
続
可
能
な
共
同
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
を
数
多
く
誕
生

さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　複数荷主が連携したモーダルシフトが苦戦中だ。一度
始めても、一方の荷主の製造体制変更や物流コスト負担
を理由にやめてしまうことも。挑戦に前向きな荷主もリ
ードタイムや店舗への納入日時の不一致、匂い移りを心
配し踏み込めない。参加荷主全てが恩恵を得られるよ
う、荷主、物流企業、ＪＲ貨物・船社が一体で意見や情
報を共有できる体制の構築が鍵となりそうだ。

３
者
が
恩
恵
得
れ
ば
長
続
き

荷主連携阻む
課題の解決へ

ＭＳ推進へ意見共有の場

　

物
流
現
場
で
は
、
生
産
性
と

品
質
を
改
善
す
る
こ
と
は
常
に

最
大
の
課
題
だ
。
人
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
近
年
は
、
特

に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
な
け
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
作
業
量

を
処
理
で
き
ず
、
生
産
性
の
改

善
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
現
場

管
理
者
は
多
い
。
品
質
に
つ
い

て
は
、
消
費
者
が
求
め
る
物
流

サ
ー
ビ
ス
は
、
ま
す
ま
す
高
度

に
な
り
複
雑
化
し
改
善
要
求
も

高
ま
っ
て
い
る
。
本
連
載
で

は
、
中
小
企
業
を
念
頭
に
、
生

産
性
や
品
質
の
向
上
な
ど
を
目

指
す
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
改
善
の

進
め
方
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
。

ま
ず
は
足
元
に

目
を
向
け
よ
う

　

こ
の
数
年
、
生
産
性
と
品
質

の
向
上
を
目
的
に
、
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

先
進
技
術
の
導
入
を
希
望
す
る

物
流
企
業
が
増
え
て
い
る
。
だ

が
、
現
時
点
で
は
物
流
業
務
で

の
活
用
は
研
究
や
実
用
化
に
向

け
た
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い

る
段
階
で
、
導
入
に
は
大
規
模

な
投
資
を
伴
う
。
中
小
企
業
が

い
ま
す
ぐ
に
導
入
で
き
る
も
の

は
非
常
に
少
な
い
。
中
長
期
的

な
事
業
計
画
を
作
成
す
る
と
き

は
先
進
技
術
の
導
入
を
考
慮
し

な
が
ら
、
ま
ず
は
す
ぐ
に
始
め

ら
れ
る
足
元
の
現
場
改
善
に
目

を
向
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。

社
内
で
改
善
策
を
検
討
す
る

と
き
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

「
生
産
性
」
や
「
品
質
」
と
い

う
言
葉
を
ど
の
よ
う
な
認
識
で

使
っ
て
い
る
か
を
共
有
す
る
こ

と
だ
。
同
じ
企
業
の
事
務
所
や

物
流
拠
点
、
社
員
同
士
で
も
定

義
が
異
な
っ
た
り
、
曖
昧
に
使

わ
れ
る
な
ど
認
識
が
違
う
こ
と

が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
生
産
性
は
「
１
人

の
作
業
者
が
１
時
間
で
処
理
し

た
物
量
」「
１
ピ
ー
ス
を
処
理
す

る
の
に
か
か
っ
た
時
間
」
が
考

え
ら
れ
る
。
処
理
単
位
は
ケ
ー

ス
や
パ
レ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。
品
質
は
「
商
品
を
損
傷

な
く
保
管
・
配
送
す
る
こ
と
」

と
い
っ
た
も
の
が
よ
く
想
定
さ

れ
る
。
最
近
で
は
「
作
業
の
正

確
性
」「
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短
い

こ
と
」「
顧
客
が
必
要
と
す
る
情

報
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
報

告
で
き
る
こ
と
」
な
ど
、
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
を
含

め
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。

　

言
葉
の
認
識
を
会
社
全
体
で

共
有
す
る
た
め
に
は
、
言
葉
の

定
義
や
使
い
方
を
統
一
し
た
上

で
、
業
務
を
数
値
化
す
る
こ
と

が
鍵
に
な
る
。
共
通
の
物
差
し

が
あ
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
円
滑
に
な
り
、
課
題
点
を

発
見
し
や
す
く
な
る
。

付
加
価
値
を
基

に
施
策
を
検
討

　

生
産
性
と
品
質
は
、
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

同
時
に
改
善
さ
せ
た
事
例

は
多
く
存
在
す
る
。
先
述

の
通
り
、
改
善
に
取
り
組

む
際
は
、
業
務
を
数
値
化

し
て
分
析
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。
業
務
を

細
分
化
し
て
分
析
す
る
と

課
題
の
在
り
か
を
特
定
し

や
す
く
な
る
。

両
立
し
て
改
善
す
る
た

め
に
は
、
付
加
価
値
を
生

み
出
し
て
い
る
業
務
と
そ

れ
以
外
の
業
務
と
で
分
類

す
る
と
よ
い
。
さ
ら
に
、

付
加
価
値
を
生
み
出
し
て

い
な
い
業
務
に
つ
い
て

は
、
付
加
価
値
を
生
み
出

し
て
は
い
な
い
が
必
要
な

業
務
と
、
無
駄
な
業
務
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
品
質
を
向

上
す
る
た
め
に
は
、
付
加
価
値

を
生
み
出
し
て
い
る
業
務
に
着

目
し
て
打
ち
手
を
考
え
る
。

　

一
方
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
、
付
加
価
値
を
生

み
出
し
て
い
な
い
が
必
要
な
業

務
・
無
駄
な
業
務
に
着
目
し

て
、
施
策
を
打
つ
べ
き
だ
。
特

に
無
駄
な
業
務
に
対
し
て
は
、

早
急
に
対
応
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

　

複
雑
な
業
務
が
組
み
合
わ
さ

っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
物
流
現

場
の
中
で
、
分
類
し
た
各
業
務

が
生
産
性
や
品
質
と
ど
の
よ
う

に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
分
析

す
る
こ
と
が
、
生
産
性
と
品
質

の
双
方
を
改
善
さ
せ
る
上
で
肝

要
だ
。

　

物
流
に
力
を
入
れ
て
い
る
企

業
ほ
ど
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
と

い
っ
た
最
先
端
技
術
を
導
入
す

る
前
に
、
徹
底
的
な
数
値
管
理

を
行
い
、
経
営
層
か
ら
現
場
担

当
者
ま
で
全
社
的
に
改
善
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

生産性と品質は最大の課題

ク
ニ
エ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

大
室　

翔
史

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

お
お
む
ろ
・
し
ょ
う
じ
＝
２
０
１
０
年
米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大

経
営
学
修
士
、
外
資
系
３
Ｐ
Ｌ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
複
数
の
倉

庫
の
立
ち
上
げ
運
営
管
理
を
経
験
。
後
に
日
系
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
勤
務
を
経
て
、
17
年
ク
ニ
エ
入
社
、
現

職
。
物
流
領
域
で
の
業
務
改
革
や
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
手
掛
け
る
。

熊田　安那記者

全
体
教
育
だ
け
で
は
な
く
、

乗
務
員
の
状
況
に
合
わ
せ
た
個

別
教
育
は
必
要
で
あ

る
。
物
流
企
業
で
も
、

安
全
教
育
に
個
別
教
育

を
取
り
入
れ
て
い
る
例

は
少
な
く
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
多
く

は
、
乗
務
員
の
状
況
に

合
わ
せ
た
も
の
で
は
な

く
、
会
社
が
準
備
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
合
わ
せ

て
、
そ
の
対
象
と
な
る

乗
務
員
が
教
育
を
受
け

る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
事
故
惹
起

（
じ
ゃ
っ
き
）
者
教
育

は
そ
の
典
型
で
あ
り
、

事
故
を
一
定
期
間
内

に
、
一
定
件
数
を
起
こ

し
た
乗
務
員
を
対
象

に
、
適
性
検
査
、
実
車

教
習
、
今
後
の
行
動
目

標
の
設
定
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
て
半
日
程
度
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。適

性
検
査
の
活
用
は

乗
務
員
に
合
わ
せ
た
教

育
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
実
際

に
は
、
検
査
を
実
施
す
る
こ
と

が
主
目
的
に
な
っ
て
お
り
、
結

果
を
乗
務
員
に
伝
え
、
今
後
の

乗
務
に
生
か
す
よ
う
促
さ
れ
る

程
度
が
大
半
で
あ
る
。
本
来

は
、
ま
ず
適
性
検
査
を
個
別
教

育
の
前
に
行
い
、
結
果
を
会
社

が
確
認
し
て
か
ら
、
乗
務
員
ご

と
の
課
題
に
合
わ
せ
て
教
育
内

容
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。一

方
で
、
物
流
会
社
の
実
情

を
考
え
る
と
、
乗
務
員
の
み
な

ら
ず
、
管
理
層
も
人
手
不
足
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
教
育
の
た

め
の
準
備
を
す
る
時
間
が
な

い
。
ま
た
、
適
性
検
査
の
結
果

に
合
わ
せ
た
教
育
を
検
討
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
も
十
分
と
は
言
え
な

い
。そ

こ
で
個
別
乗
務
員
教
育
を

効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
会
社

側
が
行
う
べ
き
準
備
を
具
体
的

に
紹
介
す
る
。
内
容
は
今
回
を

含
め
３
回
に
分
け
て
扱
う
。

準
備
で
は
、
ま
ず
事
故
防
止

に
必
要
な
要
件
は
何
か
を
定
義

し
、
そ
の
要
件
に
基
づ
き
、
乗

務
員
ご
と
の
状
況
を
評
価
し
、

課
題
を
見
つ
け
出
す
。
次
に
、

課
題
に
対
応
し
た
教
育
内
容
を

作
成
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に

考
え
れ
ば
、
要
件
を
あ
ら
か
じ

め
設
定
す
れ
ば
、
課
題
に
応
じ

た
教
育
内
容
は
要
件
の
数
だ
け

準
備
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
個
別
教
育
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
無
数

に
教
育
の
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

要
件
の
目
安
は
、

①
身
体
的
不
調
②
心

理
的
な
負
担
③
状
況

判
断
④
準
備
⑤
確
認

―
の
５
つ
で
あ

る
。
①
は
眠
気
、
疲

労
、
基
礎
疾
患

（
持
病
）、
薬
の
副
作

用
、
風
邪
、
花
粉

症
、
眼
病
な
ど
の
自

覚
症
状
。
②
は
急

ぎ
、
焦
り
、
イ
ラ
イ

ラ
、
落
ち
込
み
、
業

務
内
外
を
問
わ
ず
負

担
と
な
る
事
柄
や
不

満
、
慢
心
、
過
信
。

③
は
積
載
物
、
交
通

環
境
の
特
徴
、
周
囲

の
状
況
。
④
は
③
に

合
わ
せ
た
必
要
な
安

全
確
認
の
準
備
。
⑤

は
安
全
確
認
そ
の
も

の
で
あ
る
。

乗
務
員
は
こ
れ
ら
５
つ
の
要

件
を
ど
れ
だ
け
満
た
し
て
い
る

の
か
、
あ
る
い
は
事
故
や
危
険

に
遭
う
乗
務
員
は
ど
の
要
件
に

課
題
が
あ
る
の
か
を
見
極
め
る

と
い
う
観
点
を
持
つ
こ
と
で
、

合
理
的
で
無
理
の
な
い
個
別
教

育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。

個別乗務員教育の準備①第
58
回

北村 憲康 東京海上日動リスクコンサルティング主席研究員

「安全企業」「安全企業」
つくりかたつくりかた

のの

き
た
む
ら
・
の
り
や
す

＝
１
９
９
１
年
東
京
海
上

火
災
保
険
入
社
、
現
在
は

東
京
海
上
日
動
リ
ス
ク
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
主
席
研

究
員
、
慶
大
院
特
任
准
教

授
。
企
業
の
交
通
安
全
対

策
が
専
門
。

中
小
企
業
の

現
場
改
善
の
進
め
方
第１回

物流業務の分類

物流業務

付加価値を生み
出す業務

付加価値を生み
出さない業務

付加価値は生み出さ
ないが必要な業務

無駄な業務

生産性改善時に着目
※特に無駄な業務へは
早期に対応

品質改善時に着目

輸送経済新聞社『輸送経済新聞　2020年7月28日』




